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第 3 章では，大電流・高エネルギーのビーム計測法の開発，計測結果の解析法について述べている o 大口径イオン





























発し， これにイオン像検出器として gated MCP を用いることにより時間分解能をもたせることに成功している。
この新しい計測法を用いることによりダイオード内でのビーム分布の変化，発散角の増大に影響を及ぼす物理機構
の解明を可能にしている o
(3) 2 次元アレイドピンホールカメラにより， ビームを20mmの空間にわたり連続的に，空間分解能 2 mm，発散角の分解
能 10mrad，時間分解能 10ns で計測しうる性能を達成しているo
(4)上記計測法により，磁場絶縁型イオンダイオードの発散角の持つ異方性を観測し，半径方向と動径方向とで異なる
強度依存性を示すことを明らかにしている o これはダイオード内でおこっている不安定性の成長の異方性によるも
のと考えられ，世界で初めてシミュレーション結果を実験的に確認することに成功している o
(5)イオン源の空間的な均一性を向上させ，均一なイオンビームを発生するため， ダイオード絶縁磁場の最適化を行っ
ている o 磁場分布を変化させたときの電子シースの動きを予測するため磁場シミュレーションを行い，磁場条件を
適当に選んだ時， ビームの均一性が改善されることを実験的に確かめている o
以上のように本論文は大電流パルスイオンビームの新しい計測法の開発と，それによるダイオード物理の解明，効
率的なイオンダイオード動作の条件の解明など物理的・技術的に数多くの知見を与えている o イオンビーム工学及び
プラズマ工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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